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2018 年 4 月２４日から 2018 年 5 月８日にかけて、小規模林業モデル林（東台地区

町有林）において、選木・伐倒・搬出作業を実施した。当該作業における工程調査等によ

り得られた知見を取りまとめ、池田町における小規模林業の可能性及びモデル林における

今後の事業展開に関する検討を報告する。 

 

（１）工程調査 

 本報告にて採用した作業システムは、下図の通りである。 

  

  

  

 

 

＜使用機械＞ 

伐倒・玉切り・・・チェンソー 

搬出    ・・・軽トラック 

その他の作業は人力 

 

選木 伐倒 

⽟切り 木寄せ 

搬出 積込 

荷卸し 



 

 

 上図は伐倒本数６本、木寄せ距離 10m、モデル林から土場までの運搬距離 13km、搬出

量 0.884ｍ３の作業内容における人工数について、作業種別比率を算出したものである。

伐採・玉切り作業が最も人工数が多く、次いで木寄せ、選木、運搬、積込、荷卸しの順と

なっている。 

伐採・玉切り作業については、作業実施地の立木密度が高く、掛かり木が 6 本中 4 本発

生した事により、作業時間が長引いた。また、木寄せ作業は人力による作業であったため、

多くの時間を要した。以上の要因によって、伐採～木寄せの作業比率が高くなったと考え

られる。 

 

（２）収支分析 

 今回の調査における収入と支出の関係を比較したところ、下図の結果となった。 
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 チェンソー費用は 2010 年北海道林業試験場発行の「コスト計算に挑戦！りす編改訂版」、

軽トラック費用は 2013 年森林利用学会誌「仁淀川町木質バイオマス利活用事業における

材出荷実態と出荷者の実収支の分析」に記載の費用を基に算出した。収入は本事業におけ

る売買契約に基づく単価から算出した。その結果、本報告書に係る事業における粗利益は

5,253 円と算出され、時給換算で 1,222 円となった。 

 

（３）まとめと今後の展開 

 今回、工程調査を実施した事業地は作業道から近く、運搬距離も 13km と短かったこと

から、木寄せや積込作業を人力で行ったとしても、作業者の収入が十分に確保できる結果

となった。従って、既に作業道が敷設されている天然林においては、作業場所を考慮すれ

ば、重機などを利用しなくとも収益が得られる事が判明した。 

今後は、作業道から離れた場所での伐採や木寄せにおけるウインチ等の使用など、様々

な条件下での工程調査を実施してデータを蓄積・分析する事により、池田町における小規

模林業に最適な作業システムの構築や小規模林業を実施して十分な収益を上げられる場所

の抽出を行い、天然林の適正管理に向けた取組を推進していく事としたい。 


